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１．産業振興ビジョン策定の意義と目的

（１）位置づけ

・中小企業自らの創意工夫と自助努力を尊重しながら、中小企業の総合的な振興施策

を推進する「目黒区中小企業振興基本条例」に則って定めます。

・目黒区基本計画に即して定めます。

・目黒区景観計画など関係する諸計画と整合します。

・既往の目黒区観光ビジョンと目黒区商店街振興プラン（第２次）を包括します。

・ビジョンの具体化については、目黒区実施計画並びに各年度の予算を通じて行いま

す。

・内容については、企業、関係団体における取り組みを包括するものです。

（２）目標年次

・平成２３年度（２０１１年度）を基準年として、おおむね１０年後の平成３２年度（２０２０年

度）を目標年次とします。

第３章 産業振興の基本方針

目黒区基本計画

（平成２１年１０月策定）

目黒区産業振興ビジョン

（平成２２年度に策定予定）

目黒区観光ビジョン

（平成１７年３月策定）

目黒区商店街振興プラン

（第２次）

（平成１９年３月策定）

目黒区景観計画

（平成２２年４月策定）

目黒区環境基本計画

（平成１９年７月改定）

目黒区都市計画マスタープラン

（平成１６年３月策定）

目黒区中小企業振興基本条例

（平成１２年３月制定）
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２．目黒区の特性を生かした産業振興ビジョンの基本方針

目黒区を取り巻く広域的な条件

・世界経済の低迷長期化のおそれ

・人口減少時代、団塊世代の大量リタイア

・高付加価値化、感性価値とこだわり

・まち歩き観光

・低炭素社会づくり

目黒区の特性

・知的産業やファッション性の高い業種、生活に関連する業

種などの集積

・知識層・リタイア層・大学の存在

・お洒落な地域の存在や出現

・女性が多く住む、安全・安心のまち

【主要な産業施策を展開するに
あたっての方針】

【基本理念】

【産業振興の基本戦略】

【背景】

市場・価値

創造力の強化

高付加価値型

製造業の育成

地域魅力

の創造

地域の核となる

商店街の形成

地域産業の

安定した発展

～危機から創造へ～

人を生かす産業創造のまち・めぐろ

～目黒区の特性を生かした産業振興の展開～

『技術・知識の活用』 『地域資源の活用』

～自治体としての緊急対応～

『セーフティネットの充実』
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１．地域産業の安定した発展

【基本的な考え方】

国際的な経済の相互関連性が強まって、我が国の産業構造も大きく影響され、また一層の
高度化を進めていくことが必要になってきました。平成２０年に発生した世界経済の同時不況

のような緊急的な事態への対応力を高めるとともに、それ以外の時においても企業の経営力
や技術力を不断に高めていくことが必要です。このため、緊急時の対応とそれ以外での対応

に分けて施策を展開します。

緊急時においては、外部環境の激変によって中小企業の経営の継続が困難になる可能性
があるため、一定期間経営支援を行います。一方で、雇用環境も悪化し、それを放置しておく

と事業に必要な人材の流出や社会不安をもたらすことから、緊急的な雇用対策を実施しま
す。また、様々な変化への対応力を高めるため、経営力を一層高めることと、特に技術継承

者や積極的な雇用確保に努力する企業に対して支援を行います。

【ア．時代への変化への即応】と【イ．長期的展望を踏まえたスキルアップの重視】に分けて
示します。

【ア．時代への変化への即応】

（１）地域セーフティネットの充実

・中小企業向け融資制度の充実、企業経営の悪化防止など地域セーフティネットの充実

を進めます。

（２）雇用施策の実施

・企業の雇用状況が著しく悪化した場合などは、国や都と連携し就労支援に努めます。

【イ．長期的展望を踏まえたスキルアップの重視】

（３）経営改善への取り組み

・経営革新、災害対応力の向上、経営セミナーなどへの参加、経営改善計画の策定など

を進めます。

（４）技術継承者のスキルアップ

・研修プログラムへの参加、優良技能者の技術普及などを進めます。

第４章 主要な産業施策を展開するにあたっての方針
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２．市場・価値創造力の強化

【基本的な考え方】

新しい商品やサービスを創り出していくためには、個々の企業の努力が必要不可欠です
が、区内には様々な業種や業態があり、同業・異業種の交流や大学との交流など連携を強め

ること、起業を盛んにすることが必要です。また人材の活用が極めて重要で、区内には多様な
人材が存在することから、その活用を積極的に進める必要があります。さらにその市場を開拓

していくためには、情報通信技術を積極的に活用した情報発信を進めていくことが必要で
す。

これまでも企業データベースを構築してきましたが、さらにそれを充実強化していくととも
に、情報ネットワークの活用も図りつつ異業種交流を進めます。

また、区内には様々な人材や情報源があり、特に団塊世代のリタイアを考えると、それらの
資源を有効に活用していく体制を整備していくことが重要であり、このため産学の交流や人材

活用の体制をさらに整備します。

【ア．情報受発信の機会の充実】と【イ．技術力の向上と継承】に分けて示します。

【ア．情報受発信の機会の充実】

（１）企業情報データベースの充実

・企業名鑑を整備し、目黒区製造業ナビ（※）の充実を進めます。

※MM-Navi （Meguro Makers Navi）／目黒区内の製造業者の情報を紹介する検索サイトで、企
業の新規取引の拡大に役立っています。

・製造業以外の業種について企業情報データベースの構築について検討します。あわ

せて、分野横断的な情報通信ネットワークについて検討します。

（２）異業種交流の促進

・異業種交流グループの活動を促進し、新たなグループを育成します。また、交流のた

めのネットワークの開設を検討します。

異業種交流会の講習 従業員の作業風景
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【イ．技術力の向上と継承】

（３）技術力を持つ人材派遣に関する国の事業の活用

・国の事業を活用します。

（４）知識層やリタイア層のサポーター等としての活用

・知識層やリタイア層を中小企業や商店街の情報通信技術面での支援など、サポーター

等として活かします。また、産業コーディネーターの育成に努めます。

（５）産学交流の推進

・中小企業と区内外の大学との交流について支援を行います。

（６）新産業の創出

・起業家塾の開催を進めます。また、起業にあたって必要な情報、知って得をする情報、

必要な手続きに関する情報などの提供に努めます。

・環境分野への重点投資に配慮した新産業の創出に努めます。

・ＮＰＯなど新たな価値を生み出す産業の活動支援に努めます。

（７）研修の推進

・技術者のスキルアップを図る研修などの活動に対して支援を行います。また、国や都が

行う研修開催の周知に努めます。

（８）担い手の確保

・技術継承に悩む中小企業が担い手を確保できるよう支援を行います。

（９）中小企業センターの充実

・産業振興施設としての拠点機能の充実を進めます。
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３．高付加価値型製造業の育成

【基本的な考え方】

目黒区の製造業は減少傾向にありますが、電気機械や情報通信などの先端的分野の企
業が多いことが特徴です。個々の企業の技術開発力を高め、高い付加価値を持つ製品を生

み出していくことが必要です。特に環境、医療・福祉の分野や感性の高い製品など時代ニー
ズに対応した特色ある製品が期待されます。

区内製造業が、高付加価値の製品や顧客密着のサービス機能を開発し付加価値の向上
が図れるよう、技術開発や製品開発などの取り組みへの支援を行うとともに、中小企業間の連

携による新たな可能性の発掘や、区内大学を始めとする研究機関との共同開発への支援な
どを行います。また、新たな市場の創造に向けた取り組みへの支援を検討します。

【ア．技術力活用による高付加価値化】と【イ．新市場の創造】に分けて示します。

【ア．技術力活用による高付加価値化】

（１）技術開発の推進

・新技術や新製品の開発に加え、顧客密着のサービスの取り組みに対する支援の充実

を進めます。

（２）共同開発への取り組み

・大学などと中小企業の共同開発の取り組み支援について検討します。

【イ．新市場の創造】

（３）新市場の創造

・今後市場の拡大が想定される環境関連技術や製品、医療・福祉などの新分野への取り

組みについての支援を検討します。

・目黒区はファッション産業など感性を生かした産業やデザイン系の学校などがあり、こ

れらとの連携により、感性を高めた製品開発への取り組みについて支援を検討します。
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４．地域魅力の創造

【基本的な考え方】

目黒区はファッション性の高い消費文化が各地で展開され、若者など多くの人を引き付けて

います。またそのことにより多様な商業・サービス業が発展してきました。また今後はまちを楽し

む観光産業の活性化も期待されます。このため、地域の魅力を一層高め、多様な観光まちづく

りを進めます。

「自由が丘」「目黒川沿川」などを始め、新しいライフスタイルの消費を生み出す特定の地域

においては、先端的な産業が育つように周辺環境の魅力の向上を進めます。

区内の魅力的なまちやにぎわい空間、寺社、美しい風景、行事、産業など、観光まちづくりの

要素を調査・発掘し、地域の観光資源としての活用を進めます。

区内外からの来訪者をもてなすマインドづくりや交流事業により、地域産業を振興します。

【ア．特定地域の魅力化】と【イ．観光まちづくりの推進】に分けて示します。

【ア．特定地域の魅力化】

（１）お洒落な地域の一層の景観向上

・既に流行を生み出している「自由が丘駅周辺」「大橋一丁目地区」「中目黒駅周辺」「目

黒駅周辺」「目黒川沿川」「山手通り沿道」「目黒通り沿道」の７地域については、目黒区

景観計画に基づくより良い景観づくりなどに努めます。

【イ．観光まちづくり推進】

・平成２１年１０月、『観光ビジョン』に基づく「にぎわいと活力のあるまち」の実現をめざし、

情報の収集・発信をはじめ、事業の企画・立案や企業協賛、観光ボランティアなどの人

材育成などの多岐に渡る課題を解決するため、民間活力を生かした観光推進組織（め

ぐろ観光まちづくり協会）が設立されました。

・協会の支援を行いつつ、協会とともに必要に応じ下記の施策を進めます。

（２）魅力の再発見と発掘

・今ある様々な観光資源（※）の魅力を発掘し、ブランド化を進めます。

※有形・無形の文化的資源、芸術・文化・スポーツ施設、目黒川や緑道の桜並木、自然豊かな
公園、ファッションやブティックなどお洒落で個性あふれるショップ、味自慢のレストランや和・
洋菓子店、地域に密着したコミュニティ豊かな商店街、地域の縁日や祭り、アートデザイン産
業の集積やオンリーワン企業の立地、風景の奥行きを深くしている坂道、美しい建物のスカイ
ライン、など。

（３）魅力のあるイベントづくり

・区内各地域で既に行われているイベントに芸術文化活動との連携など工夫を加え、

「行ってみたい」「行って楽しかった」と感じられる内容となるよう支援を行います。また、

斬新な発想を取り入れたイベントの創造についての支援を行います。
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（４）もてなしのための環境づくり

・まち歩きが楽しめるよう、景観に配慮した美しい街並みづくりや緑化・まちの環境美化の

推進、清掃などの支援を行います。

・建物や道路のバリアフリー化やユニバーサルデザインによる整備、まちかどのサインや

お休み処の整備、地域の安全活動などを進めます。

（５）もてなしのためのマインドづくり

・我がまちを再発見し、目黒の良いところを、一人でも多くの人と共有できる交流事業を

展開し、単に「見る」だけでなく、区民も来訪者も「また来てみたい」と思い、そして交流

や体験を通して人の温もりが感じられるもてなしのためのマインドづくりを進めます。

（６）観光情報の収集と発信

・目黒区の個性や特徴、魅力あふれるまちの地域資源を発掘し、収集したまちの資源を、

ホームページ、パンフレットなど積極的に情報発信を進めます。

（７）めぐろのまちの再発見とめぐろらしさの創造

・目黒独自のもので、まちの個性を引き立たせる、「文化の薫り高い、おしゃれなまち・目

黒」を象徴する『めぐろブランド』創出のための支援を行います。

・目黒区の認知度を高めるため、窓口として『フィルムコミッション事業』を検討します。

（８）観光まちづくりの国際対応

・観光まちづくりの推進にあたっては、外国人旅行者などの来訪者をもてなすための環

境やマインドづくり、観光情報の受発信などに努めます。

自由が丘の商店街の祭り

目黒川沿川の桜
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１我がまち再発見と見どころ紹介

～魅力ある地域資源の活用～

我がまちを再発見し、この目黒のよい

ところを一人でも多くの人と共有できる

交流事業を展開する。

2 街のコンシェルジュを育てる

～人材育成～

我がまち目黒の魅力を語り、案内でき

る人材を育成し、観光まちづくりの担い

手を育てる。

3 これが目黒だＰＲ作戦

～情報の収集及び発信～

魅力あふれる街の地域資源を発掘、収

集した情報を積極的に発信する。

地域のにぎわいイベントの開催

我がまち再発見、街あるき事業

目黒を知る講座の開設

観光資源調査

角田市等友好都市との交流

区境における他地域との事業連携

観光案内所運営

観光パンフレット・会報作成

ホームページ開設

区民が誇りに思う見どころ

を区内外に紹介し、来街者

と地元の人々とのふれあい

により自らの知識や経験を

生かして活躍できることで
生きがい作りにもつなげる

観光ボランティアガイド育成

目黒区の歴史、文化、自然、

街の情報を習得することによ

り、我がまちの魅力を語りた

い人－街のコンシェルジュを

育成し、核となって次世代へ

継承していく

会員募集

目黒の観光資源を調査し、

隠れた魅力あふれる街の

観光スポットを発掘。それを

基に、ホームページやまち

歩きガイドを作成。また、会

員募集につなげていく。

めぐろ観光まちづくり協会事業体系図
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５．地域の核となる商店街の形成

【基本的な考え方】

商店街は都内の商業ターミナルなどとの競合、或いは通信販売の普及など厳しい競争が続

いています。一方で地域コミュニティの生活を支え、交流や賑わい、潤いの場として重要な役割

を担ってきました。またその活気が目黒区への来訪者を呼び込み、様々なサービス業を支えて

います。このため、地域コミュニティとの連携を一層強め、また個店の魅力や経営力を高めてい

くこと、商店街環境の魅力を向上させていくことにより、商店街の活性化を推進していくことが必

要です。

周辺地域の住民に愛され頼りとされるよう安全安心な買い物環境の形成、地域との交流、環

境への配慮、消費者ニーズの多様化に対応すべく業種のマネジメント、また、情報通信技術の

活用による利用しやすい商店街づくり、そして次代に継承する商店街づくりなどを進めます。

【ア．地域コミュニティの核としての商店街づくり】と【イ．持続発展する商店街づくり】に分けて

示します。

【ア．地域コミュニティの核としての商店街づくり】

（１）安全安心の商店街づくり

・安全かつ快適に買い物できるよう、商店街環境整備に対する支援や、商店街の地域活

動に対する支援を行います。

（２）環境に配慮した循環型商店街づくり

・環境に配慮した循環型商店街づくりを進めるとともに、環境配慮型ライフスタイルを消費

者へ提案する事業に対して支援を行います。

（３）地域密着型の商店街づくり

・商店街と地域住民との交流や連携活動、イベント交流などに対する支援を行います。

（４）顔の見える商店街づくり

・バランスのとれた業種の構成及び配置の検討、情報通信技術の活用による物販付加

価値サービスの充実、まちの顔となるオリジナル商品の開発、商店街の情報提供・情報

交流の拡充などに対する支援を行います。

（５）地域住民に頼られる商店街づくり

・地域ニーズに対応した商店街サービスや、情報通信技術を活用した販売促進、商店

街のまちなか観光としての資源化などに対する支援を行います。

【イ．持続発展する商店街づくり】

（６）次代に継承する商店街づくり

・店舗の経営相談・診断の推進、商店主の勉強・研修機会の充実、若手商業者の連携

強化などに対する支援を行います。
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目黒区内の商店街の位置




